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Doctor's
eye

卵
巣
が
ん
に
つ
い
て

　

卵
巣
は
、
子
宮
の
左
右
両
側
に
一
つ

ず
つ
あ
る
楕
円
形
の
臓
器
で
、
う
ず
ら

の
卵
く
ら
い
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
、
卵
子
の
貯

蔵
、
成
熟
、
排
卵
な
ど
を
行
う
役
割
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
卵
巣
に
発
生
す
る
悪

性
腫
瘍
が
卵
巣
が
ん
で
、
婦
人
科
が
ん

の
中
で
は
最
も
死
亡
数
の
多
い
疾
患
で

す
。

　

卵
巣
が
ん
の
初
期
は
、
ほ
ぼ
無
症
状

で
経
過
す
る
為
、
症
状
が
出
現
し
た
時

に
は
、
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
も

は
じ
め
に

初
期
症
状
に
乏
し
く

早
期
発
見
が
難
し
い

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
今
、
様
々
な

臓
器
に
対
し
、
が
ん
の
早
期
発
見
の
為

の
が
ん
検
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

婦
人
科
検
診
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の

は
、
子
宮
頚
が
ん
の
み
で
す
。
卵
巣
が

ん
や
子
宮
体
が
ん
な
ど
で
は
検
診
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
の
と
こ
ろ
、
卵

巣
が
ん
の
早
期
発
見
の
為
の
有
効
な
検

査
法
は
無
く
、
人
間
ド
ッ
ク
や
婦
人
科

受
診
を
き
っ
か
け
に
、
卵
巣
腫
瘍
を
早

期
に
見
つ
け
、
様
々
な
検
査
を
追
加
し

て
、
が
ん
を
見
つ
け
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。卵
巣
が
ん
は
他
の
病
気
の
よ
う
に
、

手
術
前
に
細
胞
診
、
組
織
診
等
で
確
定

診
断
が
出
来
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
胃
が

ん
の
場
合
は
、
口
か
ら
胃
カ
メ
ラ
を
挿

　
今
回
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
卵
巣
の
が
ん
に
つ
い
て
、

当
院
の
産
婦
人
科
部
長
・
松
尾
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副院長
産婦人科部長

日本産婦人科学会 専門医・指導医
日本産婦人科腫瘍学会 評議員
癌治療学会 癌治療認定医
日本産婦人科医会 評議員　等

Takashi  Matsuo

松尾 隆志
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入
し
、
胃
の
内
部
像
を
見
て
病
変
を
切

除
し
、
組
織
検
査
を
す
る
事
も
可
能
で

す
が
、
卵
巣
は
体
外
と
直
接
繋
が
っ
て

い
な
い
為
、
そ
の
よ
う
な
検
査
を
す
る

事
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
卵
巣
が

ん
の
確
定
診
断
は
手
術
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
婦
人
科
で
は
、
良
性
の
卵

巣
腫
瘍
で
も
、
手
術
に
よ
る
摘
出
が
一

般
的
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
腫
瘍
が
悪

性
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
い
う

重
要
な
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

早
期
が
ん
の
場
合
は
、
手
術
で
治

癒
を
目
指
せ
る
可
能
性
が
高
い
の
で

す
が
、
進
行
が
ん
の
場
合
は
、
抗
が

ん
剤
の
併
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

目
標
と
し
て
は
、
が
ん
の
完
全
摘
出

を
目
指
し
ま
す
が
、
そ
の
為
に
は
、

手
術
前
に
抗
が
ん
剤
投
与
を
行
い
、

腫
瘍
を
小
さ
く
し
て
か
ら
手
術
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
術
は
全
て

開
腹
手
術
と
な
り
、
原
則
的
に
腹
腔

鏡
下
手
術
は
施
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

卵
巣
が
ん
に
適
用
さ
れ
る
抗
が
ん

剤
は
、
婦
人
科
が
ん
の
中
で
は
最
も

学
生
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所

属
。産
婦
人
科
は
院
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
も
優
勝
常
連
チ
ー
ム
。

心
が
け
て
い
る
の
は
女
性
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
と
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち

に
配
慮
す
る
こ
と
。

治
療
に
つ
い
て

最
後
に

種
類
が
多
く
、
一
部
の
組
織
型
を
除

い
て
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
と
は

言
え
、
卵
巣
が
ん
は
再
発
を
繰
り
返

す
ケ
ー
ス
も
多
く
、
そ
の
場
合
、
抗

が
ん
剤
が
効
か
な
く
な
っ
て
、
が
ん

が
広
が
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
が
ん
の
再
発
予
防
の
為
、

分
子
標
的
薬
の
開
発
が
進
み
、
大

き
な
効
果
が
期
待
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
分
子
標
的
薬
と

は
、
抗
が
ん
剤
と
異
な
り
、
が
ん
の

原
因
と
な
る
異
常
な
分
子
だ
け
を
中

心
に
攻
撃
す
る
為
、
俗
に
言
う
副
作

用
が
少
な
く
、
長
期
使
用
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
分
子
標
的
薬
の
投
与
に

関
し
て
は
、
遺
伝
子
検
査
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
多
く
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

診
断
（
分
子
標
的
薬
の
効
果
が
期
待

出
来
る
遺
伝
子
変
異
が
あ
る
か
ど
う

か
を
調
べ
る
）、
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検

査
（
一
度
に
複
数
の
遺
伝
子
検
索
を

行
い
、
ど
の
分
子
標
的
薬
が
効
果
が

あ
る
か
を
判
断
す
る
）
が
行
わ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
診
断
と
し
て
、
B
R
C
A
、

M
S
I
-H
等
の
検
査
が
可
能
で
あ

　

卵
巣
が
ん
の
早
期
発
見
の
為
に
は
、

前
述
し
た
通
り
、
ま
ず
卵
巣
腫
瘍
の
診

断
が
必
要
で
す
。
月
経
の
あ
る
方
は
ホ

ル
モ
ン
の
影
響
に
よ
り
、
腫
瘍
を
認
め

な
く
て
も
卵
巣
が
腫
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
、
判
断
は
困
難
で
、
複
数
回
の
確

認
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
や
婦
人
科
受

診
で
卵
巣
腫
瘍
の
有
無
を
確
認
し
、
精

密
検
査
後
に
治
療
、
も
し
く
は
定
期
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
検
診
の
必

要
性
は
、
卵
巣
腫
瘍
の
が
ん
化
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
良
性
腫
瘍
で
経
過
を
見

て
い
た
方
が
、
突
然
、
が
ん
化
し
て
手

術
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

卵
巣
が
か
な
り
腫
れ
て
き
て
も
、
少
し

太
っ
た
ぐ
ら
い
に
し
か
思
わ
ず
、
気
づ

か
ず
放
置
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
。
皆

さ
ま
も
ご
心
配
な
時
は
、
人
間
ド
ッ

ク
、
産
婦
人
科
受
診
等
を
お
勧
め
致
し

ま
す
。

り
、
現
在
治
療
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
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が
ん
化
学
療
法
看
護
の
取
得
の
流
れ
は
、
看
護
師

の
実
務
経
験
が
5
年
以
上（
う
ち
3
年
以
上
は
、
が

ん
化
学
療
法
分
野
の
実
務
研
修
）
で
、
認
定
看
護
師

教
育
課
程
を
修
了
し
、
日
本
看
護
協
会
の
認
定
審
査

に
合
格
し
た
看
護
師
で
す
。

　

仕
事
内
容
と
し
て
は
、
化
学
療
法
薬
の
安
全
な

取
り
扱
い
や
、
適
切
な
投
与
管
理
、
副
作
用
症
状
の

緩
和
及
び
セ
ル
フ
ケ
ア
支
援
で
す
。
ま
た
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
に
対
し
て
、
身
体
的
・
心
理
的
・
社

会
的
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
状
況
を
、
包
括
的
に

理
解
し
、
専
門
性
の
高
い
看
護
を
実
践
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
ほ
か
、
看
護
職
へ
の
指
導
や
、
相
談
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

安
心
安
全
な
投
与
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
治

療
や
副
作
用
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
の
看
護
支
援

を
行
い
、
安
心
し
て
治
療
が
行
え
る
よ
う
、
日
々
看

護
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
勉
強
会
や
情
報
の
共
有

を
行
い
、
看
護
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

薬
剤
師
や
社
会
福
祉
士
、
栄
養
士
な
ど
多
職
種
連
携

を
図
り
、
チ
ー
ム
で
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
寄
り
添

い
、
支
え
る
医
療
の
提
供
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
化
学
療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
仕

事
や
家
庭
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
対
す
る
不
安
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
の
悩
み
の
解
決
や
、
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と

も
、
認
定
看
護
師
の
役
割
だ
と
感
じ
て
お
り
、
辛
い
治

療
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
笑
顔
を

見
る
と
き
が
、
自
分
自
身
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

日
々
医
療
は
、
進
歩
し
て
い
ま
す
。
化
学
療
法
分

野
に
お
い
て
も
、
多
く
の
薬
剤
や
組
み
合
わ
せ
が
出

て
き
て
お
り
、
適
応
疾
患
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
抗

が
ん
剤
治
療
と
聞
く
と
「
怖
い
」「
不
安
」「
副
作
用

が
辛
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

副
作
用
に
関
し
て
は
、
症
状
を
抑
え
る
薬
剤
（
支
持

療
法
薬
）
や
、
生
活
を
少
し
工
夫
す
る
こ
と
で
軽
減

で
き
ま
す
。
迷
っ
て
い
る
こ
と
は
、
気
軽
に
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
の
お
し
ご
と

が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師

山や
ま

 だ

 し
ま

田
島 

美み

え

こ

恵
子

院
内
の
様
々
な
お
仕
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
。
第
二
回
は
、
が
ん
化
学
療
法
看
護
認

定
看
護
師
・
山
田
島
さ
ん
で
す
。

が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師
と
は
？

ま
た
そ
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

読
者
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
仕
事
を
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

山田島 美恵子

2 年 前 の 夏 祭りに
子供達が持ち帰った
金魚 3 匹の飼育が
楽しみの 1 つ。

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？
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ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
ま
す
か
？

　

制
度
の
対
象
と
な
る
疾
病
に
か
か
っ
て

い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
の

程
度
で
あ
る
児
童
等
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
一
定
の
認
定
基
準
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
年
齢
は
？

　

十
八
才
未
満
の
児
童
等
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
十
八
才
到
達
時
点
に

お
い
て
、
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
っ
て
お

り
、
か
つ
、
十
八
才
到
達
後
も
引
き
続
き

治
療
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

二
十
才
未
満
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

診
断
書
は
必
要
で
す
か
？

　

は
い
。
診
断
書（
医
療
意
見
書
）が
必
要

で
す
。
診
断
書
は
、
自
治
体
に
指
定
さ
れ

た「
指
定
医
」で
な
い
と
作
成
で
き
ま
せ
ん
。

ど
こ
の
病
院
で
も
こ
の
制
度
を
利
用
で

き
ま
す
か
？

　

い
い
え
。
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る

の
は
、
自
治
体
が
指
定
し
た「
指
定
医
療
機

関
」で
受
診
し
た
際
の
医
療
費
に
な
り
ま
す
。

原
則
、
指
定
医
療
機
関
以
外
で
受
診
し
た

場
合
の
医
療
費
は
、
こ
の
制
度
の
助
成
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

風
邪
を
ひ
い
て
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
た
場
合
も
医
療
費
助
成
の
対
象
に
な
り

ま
す
か
？

　
認
定
さ
れ
て
い
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病

に
関
連
あ
る
医
療
費
の
み
助
成
の
対
象
に

な
る
た
め
、
風
邪
等
の
医
療
費
は
助
成
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
認
定
さ
れ
て

い
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
関
連
あ
る
か

ど
う
か
の
判
断
は
主
治
医
が
行
い
ま
す
。

ど
こ
に
申
請
し
ま
す
か
？

　

居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
や
各
自

治
体
窓
口
が
申
請
先
と
な
り
ま
す
。
申
請

す
る
と
、
自
治
体
の
審
査
会
に
て
認
定
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
自
治
体
よ

り
認
定
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

認
定
さ
れ
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
か
か
り

ま
す
か
？

　

申
請
し
て
か
ら
認
定
ま
で
約
二
ヶ
月

間
か
か
り
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
ら
？

　

認
定
さ
れ
る
と
医
療
受
給
者
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
指
定
医
療
機
関
や
指
定
薬

局
で
医
療
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
し
て
か
ら
認
定
さ
れ
る
ま
で
医
療

費
の
支
払
い
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　

申
請
後
、
認
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
支

払
っ
た
金
額
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
上

限
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
分
は
償
還
払
い

の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
返
還
さ
れ
ま
す
。

　
『
十
三
才
の
息
子
が
２

型
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
医
師
か
ら
医
療
費

助
成
の
申
請
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
制

度
に
な
り
ま
す
か
？
』

ご 

相 

談

お
答
え
し
ま
す

い
り
ょ
う
相
談
室

社
会
福
祉
士

　
赤
﨑
勇
一
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　

小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
医
療
費

助
成
制
度
に
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
国
が
定
め
た
疾
病
に
か
か
っ
て

い
る
児
童
等
に
つ
い
て
、
健
全
育
成

の
観
点
か
ら
、
患
児
家
庭
の
医
療
費

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
が
助

成
さ
れ
る
制
度
で
す
。

名 称 電 話 番 号 所 管 区 域

川薩保健所 0996-23-3165 薩摩川内市さつま町

出水保健所 0996-62-1636 出水市、阿久根市
長島町

伊集院保健所 099-273-2332
日置市
いちき串木野市
三島村、十島村

相談・申請受付窓口
申請者の居住地を管轄する保健所
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趣味 / 特技

ドライブ

趣味 /特技
ゴルフ・釣り・
ソフトテニス・
バイク

趣味 / 特技

当院職員が親善大使に！

Ａ
：

鹿
児
島
銀
行
の
A
T
M
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
利
用
時
間
は
、
月
曜
～
土
曜
・

9
時
～
17
時
で
す
。
日
曜
・
祝
日
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
他
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
曜

日
や
時
間
帯
、
金
融
機
関
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
手
数
料
が
か
か
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
A
T
M
左

側
の
お
知
ら
せ
（
2
0
1
9
年
10
月

1
日
現
在
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直

接
鹿
児
島
銀
行
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

病
院
内
に

A
T
M
は

あ
り
ま
す
か
？

　

ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
と
元
気
を
支
え
る
一
品
を

ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
第
二
回
は
有
留
副
院

長
と
寺
脇
看
護
部
長
で
す
。

寺脇看護部長

元気の源は　何といってもチー
ズ！世界に1000種類あるとい
われています。写真はイタリア
のブラータチーズです。赤ワイ
ンに合います。もちろん、
日本のチーズも大好きです。

毎日のコーヒータイムが
一番ほっとします。濃厚
で深みのあるコーヒーに
こだわっています。

有留副院長

養
よう

母
ぼ

 茉
ま

宏
ひろ

さん
　当院事務職員の養母
茉宏さんが、昨年7月、
薩摩川内市観光物産協
会主催の選考会で、「第8
代薩摩川内親善大使」に
選ばれました。主な任
務は、薩摩川内市の
観光PRで、薩摩川
内市の様々なイベ
ントに出向き、PR
活動を行う予定
です。今後の活
躍を職員一同大
いに期待してお
ります。

2021年1月から赴任しました冨田
と申します。
薩摩川内市は来るのも住むのも初
めての土地です。どうぞよろしく
お願い致します。

出身地である川内に帰ってくるこ
とができ嬉しいです。
多くのことを学び、少しでも故郷に
恩返しができるよう頑張ります。

読書
新
任
Dr.
紹
介

Ｑ

ち
ょ
っ
と

教えて！

初めての薩摩川内ですが、少しずつ
慣れながら頑張っていきたいです。
ご迷惑をおかけすることもあるか
と思いますが、宜しくお願い致し
ます。

森
もりもと

元　大
たい

樹
き

小
こ

園
ぞの

　智
とも

樹
き

冨
とみ

田
た

　実
み

代
よ

産婦人科

研修医

外科・消化器外科
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信頼と連携の輪

医療法人松翠会 森園病院

あおぞら内科クリニック
　肝臓専門医、消化器専門医による肝臓病、胃・大腸・胆のう・膵臓などの
専門的な診療および総合内科専門医として、高血圧、糖尿病、高コレステロー
ル血症などの生活習慣病の診療も行っております。かかりつけ医として、一
般内科も診療いたしますので、お気軽に来院されてください。薩摩川内市に
おきまして、肝臓学会専門医のいるクリニックとなっております。最新の医
療機器を完備し、最先端の医療を常に提供するよう努めています。

医療法人松翠会 森園病院

あおぞら内科クリニック

院長
平井 雅人 先生

院長
潟山　英男 先生

TEL：0996-23-3125
〒 895-0076 薩摩川内市大小路町 19-38
http://www.morizono.or.jp/

■ 診療科目 外科・整形外科・リウマチ科・糖尿病内科・
消化器内科・呼吸器内科・リハビリテーション科・放射線科
■ 診療受付時間

【受付開始】午前 7：30～、午後12：00～
【診療時間】午前 9：00～、午後14：00～　

■ 休 診 日 土曜日午後・日曜・祝日

TEL：0996-22-6370
〒 895-0012 薩摩川内市平佐町 4235-1
https://www.aozora-naika-clinic.jp

■ 診療科目 肝臓内科・消化器内科・内科
■ 診療時間

【月・火・水・木】午前 8：30～12：30、午後14：00～18：30
【金】8：30～13：00
【土】8：30～16：30

■ 休 診 日 金曜午後・日曜・祝日

　MRI（1.5テスラ）、CT（16列）による画像診断に基づき、内科系輪番施設
として急性期医療、亜急性期医療を行い、整形外科は腰痛、関節疾患、リウマ
チ診療を行っています。
 　20数名の理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が脳血管障害、骨折術後、
肺炎・外科術後のリハビリに取り組んでいます。入院の約半数は他医療機関
からの紹介患者様であり、地域の医療機関、介護保険施設と連携しながら信
頼される医療を目指しています。

地域医療を支える連携医療機関をご紹介します。
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“ 済生”とは “生（いのち）を済（すく）う”こと

社会福祉法人 恩賜
財団 済生会について

　明治末期、日本では富国強兵を進め、日清・日露戦争で勝利はしたものの、戦
争で多くの人が傷ついたり、失業したりと、国民は貧困にあえいでいました。こ
うした社会背景から、明治天皇が時の内閣総理大臣・桂太郎を召され「生活苦で
医療を受けることができずに困っている人たちを施薬給療によって救うように」
とのご趣旨のお言葉（済生勅語）を発せられました。その時にお手元金150万円
（当時の金額）を下賜され、これをもとに明治44年5月30日、恩賜財団済生会は
創立されました。初代総裁に伏見宮貞愛親王殿下を推戴し、会長には桂総理が就
任しました。さらに山縣有朋、大山巌、松方正義、井上馨、西園寺公望、徳川家達、
大隈重信、板垣退助、渡辺千秋、渋沢栄一など、明治の重鎮が役員に名を連ね、医
務主管には北里柴三郎が任ぜられました。昭和26年に公的医療機関の指定を、翌
年には社会福祉法人の認可を受け、無料低額診療事業をはじめとする各種医療福
祉事業を推進してきました。
　現在では、秋篠宮皇嗣殿下が第六代総裁に就任されており、日本最大の社会福
祉法人として、全職員約63,000人が、40都道府県で医療・保健・福祉活動を展
開しています。

ー　野の果てで、露に打たれてしおれるナデシ
コのように、生活に困窮し、社会の片隅で病ん
で伏している人はいないだろうか、いつも気に
かかってしかたがない。ー

この歌は、初代総裁・伏見宮貞愛（ふしのみや
さだなる）親王殿下が、明治45年に、済生会の
事業の精神を野に咲く撫子（なでしこ）に託し
てお詠みになられました。この歌にちなみ、い
つの世にもその趣旨を忘れないようにと、撫子
の花葉に露をあしらったものを、大正元年以
来、済生会の紋章としています。

〒 895-0074 鹿児島県薩摩川内市原田町 2 番 46 号　TEL （0996）23-5221　FAX （0996）23-9797
https://www.saiseikai-sendai.jp 　mail : info@saiseikai-sendai.jp

済 生 会 川 内 病 院 広 報 誌
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恩賜
財団済生会川内病院

露
に
ふ
す

末
野
の
小
草

い
か
に
ぞ
と

あ
さ
夕
か
か
る

わ
が
こ
こ
ろ
か
な

なでしこ紋章の由来


